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協
会
が
毎

年
、
医
科
協
会

と
合
同
で
開
催

す
る
、「
共
済

加
入
者
の
つ
ど
い
」
に
参
加

し
た
。
余
興
の
ジ
ャ
ズ
演
奏

が
集
い
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

た
。

　

黒
人
奴
隷
が
過
酷
な
労
働

の
中
で
生
み
出
し
た
ブ
ル
ー

ス
が
ジ
ャ
ズ
の
源
流
と
さ
れ

る
。
米
国
の
公
民
権
運
動
で

歌
わ
れ
た
「W

e Shall 
Overcome

」
も
ブ
ル
ー
ス

が
教
会
音
楽
と
結
び
つ
き
生

ま
れ
た
黒
人
霊
歌
だ
。

　

人
び
と
は
自
由
を
求
め
て

集
い
、
表
現
す
る
。
キ
ン
グ

牧
師
が
、「I Have a 

Dream

」
を
演
説
し
た
ワ
シ

ン
ト
ン
大
行
進
は
歴
史
に
残

る
集
会
と
な
っ
た
。
香
港
で

は
大
規
模
な
街
頭
運
動
が
続

い
て
い
る
。

　

集
う
こ
と
や
表
現
す
る
自

由
さ
え
禁
じ
ら
れ
た
時
代
も

あ
っ
た
。
日
本
で
も
治
安
維

持
法
に
よ
っ
て
集
会
が
取
り

締
ら
れ
た
過
去
が
あ
る
。
現

代
で
も
展
示
会
が
中
止
に
追

い
込
ま
れ
、
表
現
の
自
由
が

脅
か
さ
れ
て
い
る
。

　

10
月
13
・
14
日
は
保
団
連

医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開

か
れ
る
。
市
民
と
医
療
人
が

集
い
、〝Be W

ater

（
水
の

よ
う
に
な
れ
）〞
と
な
れ
る

だ
ろ
う
か
。 

（
Ｔ
）

• 国民に安全安心で必要な医療を提供するた
め、基本診療料（初・再診料、入院基本料な
ど）と基礎的技術料を中心に、診療報酬を
10％以上引き上げること
• 新たな患者負担増計画は中止し、患者窓口負
担を軽減すること

【要望項目】

署
名
を
呼
び
か
け
る
戸
井
逸
美
副
理
事
長

＝
７
日
、
大
阪
市

会
員
署
名
に
ご
協
力
を

小
澤
理
事
長
が
呼
び
か
け

一
般
招
待
券 

会
員
に
お
渡
し
し
ま
す

開
催
目
前

開
催
目
前

保
険
で
良
い
歯
科
訴
え

10
月
か
ら
診
療
報
酬
改
定

な
ん
ば
・
髙
島
屋
前
で
宣
伝

今
号
に

『
早
見
表
』
同
封

医
療
と
市
民

社
会
の
和
合
へ

第
34
回 

保
団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

10/13・14　グランキューブ大阪10/13・14　グランキューブ大阪

　

10
月
13
、
14
日
に
開
か
れ
る
第
34
回
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
近
づ
い
て
い
る
。
医
療

研
副
実
行
委
員
長
を
務
め
る
小
澤
力
理
事
長
が
会
員
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

協
会
は
２
０
２
０
年
診
療
報
酬
の
改
定
へ
向
け
、
▽
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
▽

患
者
窓
口
負
担
の
軽
減
―
―
を
政
府
に
要
請
し
ま
す
。
協
会
会
員
の
先
生
に
要
請

署
名
へ
の
賛
同
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。同
署
名
は
12
月
末
ま
で
取
り
組
み
ま
す
。

す
。
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
て
い

る
「
医
療
エ
ン
タ
メ
と
リ
ス

ク
ヘ
ッ
ジ
」
に
は
、「
市
民

の
医
療
ド
ラ
マ
、
医
療
小
説

の
知
識
が
、
医
療
理
解
に
つ

な
が
り
、
医
療
現
場
の
リ
ス

ク
ヘ
ッ
ジ
に
な
り
、
医
療
と

市
民
社
会
の
和
合
に
進
む
」

と
願
う
、
海
堂
先
生
の
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

般
市
民
の
方
は
無
料
で
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。
家
族
・
ス

タ
ッ
フ
・
患
者
さ
ん
を
お
誘

い
く
だ
さ
い
。

　

２
日
目
午
前
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
全
国
の
先
生
方
の
演

題
発
表
で
す
。
医
科
歯
科
の

日
常
診
療
の
工
夫
・
研
究
の

成
果
が
１
０
０
以
上
も
集
ま

っ
て
い
ま
す
。
と
も
に
学

び
、
日
常
診
療
の
経
験
交
流

を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

午
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
医
療
研
の
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
に
掲
げ
た
「
過
去
・
い
ま

　

10
月
13
日
、
14
日
の
２
日

間
開
か
れ
る
、「
第
34
回
保

団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
大
阪
」
ま
で
１
カ
月
を
切

り
ま
し
た
。
初
日
に
は
、
医

科
歯
科
共
同
で
行
わ
れ
た
全

国
初
の
「
学
校
健
診
後
治
療

調
査
」
の
結
果
が
発
表
さ
れ

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
受
診

の
実
態
や
健
康
格
差
の
様
子

に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ

ま
す
。

　

記
念
講
演
会
の
演
者
は
、

『
チ
ー
ム
バ
チ
ス
タ
の
栄

光
』
や
『
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
ア
ン

１
９
８
８
』
な
ど
で
著
名
な

医
師
・
作
家
の
海
堂
尊
氏
で

・
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、
７

３
１
部
隊
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、
開

業
医
の
働
き
甲
斐
と
現
状
を

通
じ
て
、
医
の
倫
理
、
多
様

性
・
人
権
、
医
療
者
の
あ
り

方
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま

す
。
過
去
に
学
び
、
今
を
知

り
、
未
来
に
つ
な
げ
る
ひ
と

時
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

集
会
を
空
前
絶
後
の
参
加

者
数
で
成
功
さ
せ
、
今
後
の

保
険
医
運
動
を
前
進
さ
せ
ま

　

一
般
参
加
向
け
招
待
券
を
希
望
す
る
会
員
に
預
け
る
。
院

所
で
活
用
し
や
す
い
チ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
い
る
。
問

い
合
わ
せ
は
事
務
局
ま
で
（
06
‐
６
５
６
８
‐
７
７
３
１
）。

し
ょ
う
。
皆
さ
ん
と
グ
ラ
ン

キ
ュ
ー
ブ
大
阪
で
お
会
い
で

き
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て

い
ま
す
。

　

厚
労
省
は
10
月
１
日

か
ら
診
療
報
酬
を
改
定

す
る
。
消
費
増
税
と
金

パ
ラ
価
格
の
変
動
に
伴

う
改
定
。
保
団
連
は

『
歯
科
点
数
早
見
表
・

10
月
版
』
を
発
行
し

た
。
９
月
25
日
号
で
会

員
に
届
け
る
。

　協会は７日、難波・髙島屋前で、「保険
で良い歯科」の実現を求める街頭宣伝を行
った。役員らが「窓口負担を引き下げ、だ
れでも、どこでも、いつでも安心して歯科
受診できるように政府へ求めます」と訴え
ながら、歯科署名への協力を呼びかけた。

10
％
以
上
の

大
幅
増
必
要

　

よ
り
よ
い
歯
科
医
療
を

提
供
す
る
た
め
に
は
、
医

療
の
質
や
診
療
体
制
の
確

保
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
技
術
料
を
は
じ

め
と
す
る
診
療
報
酬
の
引

き
上
げ
が
不
可
欠
で
す
。

こ
の
間
の
診
療
報
酬
改
定

で
は
抜
本
的
な
診
療
報
酬

の
引
き
上
げ
は
実
現
せ

ず
、
医
療
現
場
は
疲
弊
し

続
け
て
い
ま
す
。

　

歯
科
衛
生
士
の
安
定
雇

用
や
歯
科
技
工
料
の
適
正

な
支
払
い
を
保
障
す
る
た

め
に
も
、
次
期
診
療
報
酬

改
定
で
は
10
％
以
上
の
大

療
機
関
調
査
）。
東
日
本

大
震
災
後
に
被
災
者
の
医

療
費
の
自
己
負
担
金
が
免

除
さ
れ
た
際
、
歯
科
は
医

科
以
上
に
受
診
が
増
加
す

る
な
ど
、
自
己
負
担
金
が

理
由
で
受
診
を
我
慢
し
て

い
る
患
者
が
一
定
数
存
在

す
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。患

者
署
名
と

両
輪
に
し
て

　

政
府
は
今
後
も
「
75
歳

以
上
の
窓
口
負
担
原
則
２

割
化
」
を
計
画
し
て
お

り
、
受
診
抑
制
の
広
が
り

幅
な
引
き
上
げ
が
必
要
で

す
。

　

加
え
て
、
高
す
ぎ
る
窓

口
負
担
が
、
国
民
の
歯
科

受
診
を
遠
ざ
け
て
い
ま

す
。
約
４
割
の
患
者
が

「
経
済
的
理
由
に
よ
る
治

療
中
断
」
を
経
験
と
の
調

査
結
果
が
あ
り
ま
す
（
２

０
１
５
年
保
団
連
会
員
医

診療報酬引き上げ、　
窓口負担の軽減を要望

が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
で
良
い
歯
科
医
療

を
実
現
す
る
に
は
、
診
療

報
酬
の
引
き
上
げ
と
保
険

収
載
の
適
正
評
価
で
の
拡

大
、
患
者
負
担
の
軽
減
を

三
位
一
体
で
進
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
先
生
方
に

お
願
い
す
る
こ
の
「
会
員

署
名
」
と
、
患
者
さ
ん
に

も
お
願
い
す
る
「
歯
科
署

名
」
の
２
署
名
を
両
輪
に

し
て
、
国
民
か
ら
期
待
さ

れ
る
歯
科
医
療
を
実
現
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

空前の参加者で成功させよう空前の参加者で成功させよう

分科会 　 ９：00～12：00

シンポジウム 　13：15～16：00
開業医がいきいきと働くために
▶ 開業医がいきいきと診療を行うために何が障害になっているの
かを共有し、今後の運動への始点としたい。

731部隊とは何だったのか あらためて医の倫理を問う
▶ 最新の研究にふれながら改めて過去の検証を通じて現代的な医
の倫理の問題を考える。

輝け！いのち 自分らしさを求めて…『LGBT』を知る
▶ LGBTへの理解と誰もが生きやすい社会を目指す取り組みを医
療分野から提案し、一石を投じるものにしていく。

共同調査発表 　16：35～
　「学校健診後治療調査」

13日日　 16：00～（開場15：00）

14日月・祝　 13：15～（開場12：30）

『チーム・バチスタの栄光』
『ブラックペアン1988』
　の作家が語る近未来の医療
「医療エンタメとリスクヘッジ」

海
かい

堂
どう

 尊
たける

氏　医師・作家

記念講演 　17：20～

　保険請求のご相談や年金・休
業保障制度のお問い合わせは直
通番号をご利用ください。
社保研究部  06-6568-7467
共　済　部  06-6568-7438

協会直通番号のご案内


